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資本金（百万円） 10 設立年月 売上（百万円） — 従業員数

わが社の「ひとわざ（一技）」PRシート
分類No：３．含浸加工・検査

登録No.　３－０６５

ひとわざ（一技）名： 含浸加工・非破壊検査による品質向上

１．概要（２００字目安）

＜含浸加工＞においては、不良品の救済・保全対策・表面処理の膨れ防止・部品強度の向上に
実績をあげています
＜非破壊検査＞においては、各種発電の設備・化学プラント・金属素材航空機・船舶・自動車等
の各種部品の安全に貢献しております

鋳造部品やダイカスト部品に発生した鋳巣に対して、アクリル系樹脂を用いてその鋳巣を埋める！鋳造部
品やダイカスト部品はその製造過程において、様々な原因により大小の鋳巣が生じてしまうことがありま
す。このように鋳造部品やダイカスト部品に発生した鋳巣に対して、アクリル系樹脂を用いてその鋳巣を埋
める技術が『含浸加工』であり、不良品であった物を良品に変えることが出来ます。また、鋳造品の不良救
済、信頼性や品質の向上にもつながりトータルコストダウンを見込めます。
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特記事項（①特許取得・各種認証等取得状況②提供できる価値及び応用分野③医療分野参入（取引）実績　他

①ＩＳＯ9001・14001取得
②非破壊検査とは、金属をはじめとする各種の素材を「物を壊さないで、表面や内部の傷の有無やその程度を知り、
その対象物を規格などの基準に照らして合格にしたり不合格にしたりすること」であり、「傷を探す」ことを探傷（たん
しょう）といいます。非破壊検査の応用分野は材料・機器・構造物の製造時検査および運転後に行う検査（保守検査）
など幅広い分野にわたっています。

非破壊検査・含浸加工 —
鋳造部品・ダイカスト部品に対する含浸加工・非破壊検査
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